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友だち
　わたしは､一年生のとき､Ａちゃんとけんかばかりしていました。二年生になって､同じクラスになっ
てからも､ずっとけんかをしていました。でも､きゅう食でならんでいるとき､Ａちゃんが
｢ようふくのひも､ほどけてるよ。｣と言って､わたしのようふくのくびのひもをむすんでくれました。
　わたしは､びっくりして｢ありがとう。｣と言いました。
　そしたら､Ａちゃんが｢どういたしまして。｣と言ってにっこりわらいました。
　それから､わたしとＡちゃんは､どんどんなかよくなりました。
　Ａちゃんのいえと､わたしのおばあちゃんのいえが近いから､やくそくしてあそぶようになりました。
　Ａちゃんといっしょに､ざりがにつりをしました。Ａちゃんは､とてもやさしくて､ざりがにのつりか
たを教えてくれました。
　わたしは､なつ休みにＡちゃんと､じゆうけんきゅうをすることにしました。
　わたしは､ざりがにのことがあまりわからないけど､Ａちゃんがよくわかるので､教えてもらおうと思
ったからです。
　なつ休みが早くきてほしい気もちでいっぱいです。
　わたしは､Ａちゃんとけんかをしなくなってから､学校にいくのがたのしくなりました。みんなとい
っしょにおにごっこをやるとき､Ａちゃんと手をつないで外に出ます。
　Ａちゃんとけんかをするより､なかよくするほうがずっとうれしいです。これからＡちゃんともっと
なかよくなって､いっぱいあそびたいです。
　わたしは､Ａちゃんのことがすきです。

　今月は｢松伏町小･中学校人権作文集－第15集－｣の作品の中から､小学校2年生の作品を紹介します。

　この人権作文は､児童･生徒のみなさんに､人権や差別について考えていただき､他人の心の痛みがわかる､
差別のない･許さない･見のがさない人になってほしいと願って作成されています。

　｢男は強くなければならない｣､｢弱音を吐いてはならない｣と思い込んでいませんか？
With Youさいたま相談室では､男性臨床心理士による電話相談を実施します。悩みや生き

　　　　　　　　にくさを感じている男性は､ぜひご利用ください。
■日時／毎月第4日曜日(8月は第5日曜日)午前11時～午後3時
■場所／With Youさいたま(さいたま市中央区新都心2－2)
■対象／埼玉県在住･在勤又は在学の男性
■�相談内容の例／職場の人間関係･家族､夫婦･DV･生き方(男性全般の相談)　■費用／相談無料

問合せ／教育文化振興課 990-9011
　　　　企画財政課 991-1815人権 それは 愛

企画財政課のお知らせ
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サイド･バイ･サイド 【みんなですすめよう男女共同参画】

　夫や交際相手からの暴力や暴言が辛い､不安や孤独でどうしていいかわからない､夫のこと家族のこと､
悩んでいることをまずは話してみませんか。
　詳しくは、最終ページの無料相談をご覧ください。

　　　男性臨床心理士による電話相談をご利用ください
　 048-601-2175　

問合せ／人権推進担当 991-1815

町の女性相談･育児相談《ひとりで悩まないで》 要予約 991-1815(保育あります)　

男性対象


